
2025.5 堺市幼児教育センターNo.2

今年度の「架け橋期」の取組が本格始動しています。
今号では、第1回幼保小合同研修の様子と、今年度の「幼保小接続支援事業」実施校
の決定についてお知らせいたします。

第1回
幼保小合同研修

5月19日（月）
堺市立勤労者総合福祉センター（サンスクエア堺）ホールにて
対象：小学校・就学前施設の管理職等
参加者数：小学校 93名

就学前施設 178名

國學院大學 吉永 安里教授によるご講演
「架け橋期の教育・保育の円滑な接続に向けて

～こどもの育ちと学びをつなぐために大切にしたいこと～ 」

R7 幼保小接続支援
事業

今年度、幼保小接続の取組を推進す
るための小学校が9校決定していま
す。今後、合同研修や相互参観・カ
リキュラム開発等への指導・支援を
する専門家等を派遣する予定です。

少林寺小学校
五箇荘東小学校
三国丘小学校
平尾小学校
福田小学校（東陶器小学校・西陶器小学校も連携）
福泉上小学校
赤坂台小学校（新檜尾台小学校も連携）
福泉中央小学校（桃山台小学校も連携）
登美丘東小学校

各校の取組事例は
研修会や本通信に
て適宜発信させて
いただきます。

多くの事例を基に、幼児期で
の学びに向かう力が小学校で
の主体的な学びの実現に繋
がっていくこと等を教えてい
ただきました。

架け橋連携グループでの
挨拶や今後の日程の打ち
合わせ等も行いました。

参加者からの感想
「幼児期の遊びや主体的な活動が、その後の学びの基盤となることを学んだ。今後はこどもた
ちの『やってみたい』という気持ちを引き出しながら、小学校での学びへと自然に移行できる
ような関わりを意識していきたい。」
「講演を聞く中で、あらためてもっと小学校側が就学前教育・保育施設で取り組んでいること
やこどもたちの様子（活動や資質・能力）を知らないといけないと思った。管理職として、な
んとか機会を創出したい。」

今年度より、小学校と近隣の就学前教育・保育施設による「架け橋連携グループ」の取組が各小
学校区で始まっています。相互参観や合同研修、こども相互の交流等、連携の取組を実施される
場合は、教育センター幼児教育グループまでご連絡ください。教育センターから訪問させていた
だくこともあります。どうぞよろしくお願いいたします。


